
人権の
ひろば

　
八
頭
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
、八
頭
町

お
よ
び
八
頭
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
、

令
和
７
年
度　

第
２０
回
八
頭
町
部
落
解
放

研
究
集
会
が
１１
月
３０
日（
日
）に
開
催
さ
れ
、

１
９
４
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
関
西
大
学　
社
会
学
部　
教
授　
内
田
龍
史
さ
ん
を

お
迎
え
し
、「
部
落
差
別
の
現
状
と
課
題
〜
今
後
の
展
望
と
人

権
教
育
の
あ
り
方
〜
」と
題
し
、お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の「
人
権
の
ひ
ろ
ば
」で
は
、そ
の
講
演
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

私
は
、関
西
大
学
で
現
代
の
部
落
差

別
問
題
を
中
心
に
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
少

数
派
）で
あ
る
が
ゆ
え
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

（
多
数
派
）か
ら
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
差

別
・
排
除
な
ど
の
社
会
問
題
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
に
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ（
多
数
派
）

と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
少
数
派
）が
い
ま

す
。例
え
ば
日
本
に
お
い
て
は
日
本
人

が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
す
し
、外
国
人
は
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
り
ま
す
。世
の
中
の

ル
ー
ル
や「
当
た
り
前
」は
、実
は
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
優
位
な
立
場

に
お
か
れ
や
す
い
し
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

は
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
多
い
。社
会

は
複
雑
で
把
握
し
に
く
い
の
に
加
え

て
、少
数
派
で
あ
る
こ
と
で
よ
り
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
簡
単
に
で
き

る
こ
と
が
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
は

障
壁
等
が
あ
り
、困
難
な
状
況
で
あ
る

と
き
、マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
分
か
ら

ず
、「
怠
け
て
い
る
」と
か「
努
力
不
足
」

と
し
て
見
下
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

う
し
た
こ
と
か
ら「
あ
の
人
た
ち
は
私

と
は
違
う
」と
線
引
き
し
て
、特
定
の

人
た
ち
を
遠
ざ
け
た
り
、見
下
し
た

り
、仲
間
外
れ
に
し
た
り
、無
視
し
た

り
す
る
行
為
が
表
れ
ま
す
。そ
う
い
う

状
況
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
置
か
れ
や
す

く
、こ
れ
は
世
界
共
通
に
起
き
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
関
係
は
場
所
が
変
わ
れ
ば
入
れ
か

わ
り
ま
す
。例
え
ば
日
本
人
が
外
国
に

行
け
ば
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
り
ま
す
。

言
葉
や
文
化
も
分
か
ら
な
い
。差
別
を

受
け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、そ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？
私
た
ち
が
望
む
、あ
る
べ
き
社
会

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
？
ど
こ
で
生
き

て
も
、人
が
人
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
た
め
に
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
考
え
が
人
権
で
す
。人
権
と

は
、こ
の
社
会
で
は
認
め
ら
れ
る
が
、

別
の
社
会
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、あ
ら
ゆ
る
社
会
で
尊

重
さ
れ
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
が
不
利
益
を
受
け
や
す
い

の
は
、社
会
が
そ
う
い
う
構
造
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。そ
の
社
会
の
構
造

や
仕
組
み
を
で
き
る
だ
け
、誰
も
が
尊

重
さ
れ
る
よ
う
に
組
み
替
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

令
和
７
年
度 

第
２０
回
八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集
会 

開
催

●人権推進課 ☎84-1228

女
子
会
＠
や
ず 

ス
マ
ホ
撮
影
講
座

（
ケ
ー
キ
編
）を
開
催
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
す
撮

影
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ケ
ー
キ
」。講
師
を
交

え
、参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

講
師
／
小
谷 

美
貴 

さ
ん

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
有
限
会
社 

小
谷
写
真
館
）

対
象
／
町
内・近
隣
市
町
在
住
、ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
で
、起
業
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
、写
真
撮
影
の
基
本

を
学
び
た
い
方

定
員
／
10
名

参
加
費
／
5
0
0
円

託
児
／
無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
電
子
申
請・電
話・F
A
X・持
参

申
込
締
切
／
2
月
13
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」☎
8
4‐2
3
6
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
1
0
9

ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

出
来
上
が
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ

ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。完
成

し
た
ク
ッ
キ
ー
を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
2
月
12
日（
木
）10
：
00
〜（
2
時
間
程
度
）

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
パ
テ
ィ
シ
エ 

彩 

さ
ん

費
用
／
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

定
員
／
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
2
月
2
日（
月
）〜
6
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
7
2‐2
6
7
2

ペ
ー
ジ
I
D
／

0
0
1
5
0
7
3

原
木
し
い
た
け
植
菌
体
験
講
座

　

原
木
に
し
い
た
け
菌
を
植
え
る
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。植
菌
後
の
原
木
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
28
日（
土
）13
：
30
〜

会
場
／
中
央
公
民
館 

1
階 

研
修
室
1

参
加
費
／
原
木
1
本
当
た
り 

千
円

　
　
　
　
（
1
組
2
本
ま
で
）

定
員
／
10
組

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
2
4
0

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
か
が
み
の
孤
城

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館
☎
７
２‐３
１
１
３

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
0
2
4

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
常
設
展
示
】

花
鳥
風
月 

― 

興
家
さ
ん
、再
発
見
！

　
橋
本
興
家
と
い
え
ば
、城
や
庭
園
を
描
い

た
力
強
い
木
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

油
彩・水
彩・水
墨
画
な
ど
の
作
品
も
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、初
公
開
と
な
る
掛
け

軸
を
中
心
に
、花
や
月
が
印
象
的
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
21
日（
土
）〜
4
月
19
日（
日
）

【
企
画
展
】 

千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
5 

作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た「
千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
2
5
」か
ら
、優
秀
賞
作
品
を

含
む
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
5
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

主
催
／
千
代
川
流
域
圏
会
議
事
務
局

　
　
　
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
／

作
品
入
れ
替
え
の
た
め
、次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。 

2
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

開
館
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

三
和
段
ボ
ー
ル
杯・ど
ん
ど
こ
！

巨
大
紙
相
撲

〜
と
っ
と
り
け
ん
び
場
所
〜

　

県
立
美
術
館
の
開
館
1
周
年
を
記
念

し
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
等
身
大
力
士
が

対
戦
す
る「
巨
大
紙
相
撲
」を
開
催
し
ま

す
。県
内
3
会
場
で
力
士
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
巡
業
）を
行
い
、完
成
し
た
力
士

が
本
場
所
に
集
結
し
ま
す
。

【
巡
業（
力
士
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）】

日
時
／

･
3
月
20
日（
金・祝
）14
：
00
〜
16
：
00

　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

･
3
月
21
日（
土
）14
：
00
〜
16
：
00

　
鳥
取
県
立
美
術
館

･
3
月
22
日（
日
）14
：
00
〜
16
：
00

　
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
／
W
e
b
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話（
チ
ー
ム
単
位
）

締
切
／
2
月
28
日（
土
）16
：
00
ま
で

【
本
場
所（
巨
大
紙
相
撲
）】

日
時
／
3
月
29
日（
日
）13
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

ひ
ろ
ま

※
参
加
無
料・申
込
不
要（
出
入
り・観
覧
自
由
）

※
当
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
料
が
無
料

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

☎
0
8
5
8‐2
4‐5
4
4
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員 

募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）と
、

支
援
を
行
い
た
い
方（
支
援
会
員
）が
会
員
と

な
り
、地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
仕
組
み

で
す
。運
営
に
は
、子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
支
援
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
家
庭
を
応
援

し
た
い
」「
自
分
の
子
育
て
経
験
を
、誰
か
の

役
に
立
て
た
い
」そ
ん
な
思
い
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
支
援
内
容

･
保
育
施
設
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

･
保
育
施
設
、塾
、習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

･
学
校
行
事
や
土
日
な
ど
の
一
時
的
な
預
か
り 

な
ど

利
用
の
流
れ

①
会
員
登
録

②
依
頼
が
あ
っ
た
際
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支

援
可
能
な
会
員
を
調
整

③
時
間・場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
う
え

支
援
を
実
施

④
支
援
終
了
後
、規
定
の
報
酬
を
受
け
取

り
ま
す

支
援
会
員
の
条
件

･
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
8‐7
6‐7
0
2
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
1
0
2
0

令
和
8
年
度 

鳥
取
県
東
部
圏
域

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）へ

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、毎
年
度
、食
品

衛
生
監
視
指
導
の
実
施
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
保
健
所
で
は
、鳥
取
県
東
部
圏

域（
鳥
取
市・岩
美
町・若
桜
町・智
頭
町・八

頭
町
）を
対
象
に
、食
品
の
監
視
指
導
や
検

査
を
行
う
た
め
の「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
公
開
／
本
庁
舎・駅
南
庁
舎・各
総
合

支
所
、鳥
取
市
公
式
H
P

公
開
期
間
／
2
月
6
日（
金
）〜
2
月
27
日（
金
）

提
出
方
法
／
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、郵
送・F
A
X・メ
ー
ル・持
参

の
い
ず
れ
か

提
出
期
限
／
2
月
27
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
／
生
活
安
全
課

☎
0
8
5
7‐3
0‐8
5
5
2

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

　

就
職
に
役
立
つ〝
も
の
づ
く
り
〞の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
機
械・電
気・建

築
分
野
な
ど
の
知
識・技
術
を
学
べ
る
公
共

職
業
訓
練（
国
の
制
度
）で
、次
の
４
科
目
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
／　

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込

書
を
提
出

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

☎
０
８
５
７‐２
３‐２
０
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

☎
０
８
５
７‐５
２‐８
８
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免・徴
収
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、医
療
費
（
一
部
負
担
金
）の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、一
部
負
担
金
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る「
特
別
な
理
由
」

･
震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含

む
）が
死
亡
し
た
場
合
や
、障
が
い
を

負
っ
た
場
合
、ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
場
合

･
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
等
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し

た
場
合

･
事
業
や
業
務
の
休
廃
止
、失
業（
自
己
都

合
退
職
を
除
く
）な
ど
に
よ
り
、収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

対
象
と
な
る
条
件（
生
活
困
窮
の
程
度
）

･
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

保
護
基
準
を
下
回
り
、医
療
扶
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
た
だ
し
、医
療
費
が
世
帯
収
入
に
比
べ
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
7
6‐0
2
0
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、納
め
忘
れ
を
防
げ
る
ほ
か
、現
金

納
付
よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

･
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

･
納
付
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

※
前
納（
6
か
月
前
納・1
年
前
納・2
年
前

納
）を
選
択
す
る
場
合
は
、初
回
の
振
替
日

に
よ
っ
て
振
替
対
象
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
年
金
事
務
所
、金
融
機
関
窓
口
、

町
民
課・船
岡
住
民
課・八
東
住
民
課

必
要
書
類
／
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
機
関

届
出
印

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
4
3
6
3

八
頭
町
大
学
等
入
学
支
援
金

大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援
し
ま
す

　

大
学・短
期
大
学・専
門
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
八
頭
町

大
学
等
入
学
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
／
30
万
円

対
象
者
／

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
父
母
ま
た
は
保
護
者
等
が
、基
準
日（
申

請
す
る
年
の
4
月
1
日
）の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
・
短
期
大

学・専
門
学
校
、ま
た
は
高
等
専
門
学
校

第
4
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
等
を
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

･
申
請
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
に
お
い

て
、保
護
者
等
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

･
家
計
の
急
変
に
よ
り
、前
年
の
保
護
者
等

の
世
帯
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、締
切
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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部
落
差
別
の
現
状

　

近
年
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し

て
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。そ

の
中
に
は
本
当
の
こ
と
も
あ
れ
ば
正
し

く
な
い
内
容
も
含
ま
れ
、最
近
は
正
し

く
な
い
情
報
が
非
常
に
増
え
て
い
ま

す
。部
落
差
別
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
差
別
的
な

書
込
み
を
見
て
、そ
の
内
容
を
鵜
呑
み

に
し
、さ
ら
に
そ
れ
を
拡
散
す
る
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
あ
そ
こ
は
安
全

だ
か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
情
報
と「
あ
そ
こ
は
危
な
い
か
ら
近

づ
か
な
い
方
が
良
い
」と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
情
報
で
は
、ど
ち
ら
が
記
憶
に
残

る
か
と
い
う
と
圧
倒
的
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
情
報
で
す
。人
は
不
安
な
状
態
が
嫌

で
、安
心
や
安
定
を
求
め
る
傾
向
が
あ

り
、そ
の
た
め
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
に

対
し
て
危
険
や
災
難
を
回
避
し
よ
う
と

す
る
た
め
に
、よ
り
心
に
刺
さ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
れ
を
拡
散

し
て
し
ま
う
。

　
私
は
学
生
達
と
大
学
の
授
業
で
被
差

別
部
落
へ
行
き
、お
住
ま
い
の
方
々
と

交
流
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。実
際
に

交
流
す
る
と
ネ
ッ
ト
に
書
き
込
ま
れ
た

よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
と
は
違
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。し
か
し
、実
際
に

現
地
へ
行
き
、確
認
す
る
人
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、書
き
込
ま
れ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
情
報
を
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
し
ま
う

よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。地
域
の
人
が
良
い
ま
ち
に

し
よ
う
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

に
、こ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報

が
独
り
歩
き
し
、拡
散
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

寝
た
子
を
起
こ
す
な

（
タ
ブ
ー
視
）に
つ
い
て

　

ま
た「
差
別
の
こ
と
を
む
や
み
に
問

題
に
す
べ
き
で
は
な
い
」と
主
張
す
る

人
も
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
部
落
差
別
の

こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
差
別
し
な
い
の

だ
か
ら
、問
題
に
し
な
い
で
講
演
会
や

学
習
会
等
も
開
催
し
な
い
方
が
良
い

の
だ
」と
い
う
、い
わ
ゆ
る「
寝
た
子
を

起
こ
す
な
論
」と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。し
か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普

及
し
た
今
日
で
は
、い
つ
で
も
差
別
書

込
み
等
に
出
会
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。も
し
予
め
学
習
し
て
い
れ
ば「
こ

れ
は
偏
見
だ
」と
差
別
を
見
抜
き
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、正

し
く
学
習
し
な
い
ま
ま
出
会
っ
て
し
ま

う
と
、情
報
を
鵜
呑
み
に
し
て
差
別
に

加
担
す
る
側
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

差
別
解
消
に
向
け
て

　
な
ぜ
差
別
が
起
き
る
の
か
？
差
別
の

引
き
金
と
な
る
も
の
に
は
不
安
が
あ
り

ま
す
。人
間
は
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の

に
対
し
て
不
安
を
覚
え
ま
す
。不
安
だ

か
ら
、遠
ざ
け
て
差
別
し
た
り
す
る
の

な
ら
ば
、不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に

よ
っ
て
差
別
は
解
消
す
る
方
向
へ
向
か

い
ま
す
。よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か

ら
不
安
が
生
じ
る
の
な
ら
ば
、分
か
る

よ
う
に
学
習
す
る
と
良
い
の
で
す
。学

習
し
た
り
、出
会
っ
た
り
、経
験
す
る
こ

と
で
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。普
通
に
生
活
し
て
い
て
も
な
か
な

か
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
に
は
気
づ
か

な
い
の
で
、あ
え
て
学
ぶ
、あ
え
て
出
会

う
、あ
え
て
経
験
す
る
こ
と
、そ
の
機
会

を
如
何
に
増
や
し
て
い
く
か
が
非
常
に

大
事
と
な
り
ま
す
。

　

昔
、天
然
痘
と
い
う
病
気
が
流
行
り

ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
、天
然
痘
の
ワ

ク
チ
ン
を
開
発
し
て
、そ
の
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
れ
ば
、天
然
痘
に
な
ら
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。や
が
て
天
然
痘

は
撲
滅
さ
れ
ま
し
た
。で
は
、人
権
問
題

に
関
し
て
何
が
ワ
ク
チ
ン
か
と
言
う

と
、予
め
部
落
差
別
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い

う
こ
と
で
す
。学
習
す
る
こ
と
が
差
別

や
偏
見
を
広
が
ら
な
い
よ
う
に
し
、さ

ら
に
は
差
別
解
消
に
向
け
て
必
要
な
こ

と
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、友
人
に
は
差
別
し
な
い
可
能

性
が
高
い
こ
と
が
研
究
で
分
か
っ
て
い

ま
す
。友
人
の
友
人
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。直
接
の
接
触
が
な
く
て
も
、同

じ
集
団
に
属
し
て
い
る
人
が
、異
な
る

集
団
と
う
ま
く
や
っ
て
い
る
と
い
う
情

報
を
聞
く
だ
け
で
も
、不
安
か
ら
生
じ

る
偏
見
を
解
消
で
き
る
傾
向
が
あ
る

の
で
す
。

　

学
習
、経
験
や
部
落
差
別
解
消
へ
の

出
会
い
を
着
実
に
重
ね
る
こ
と
、ま
た

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
た

め
の
基
盤
で
あ
る「
自
分
と
他
者
の
人

権
」を
大
切
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

女
子
会
＠
や
ず 

ス
マ
ホ
撮
影
講
座

（
ケ
ー
キ
編
）を
開
催
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
す
撮

影
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ケ
ー
キ
」。講
師
を
交

え
、参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

講
師
／
小
谷 

美
貴 

さ
ん

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
有
限
会
社 

小
谷
写
真
館
）

対
象
／
町
内・近
隣
市
町
在
住
、ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
で
、起
業
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
、写
真
撮
影
の
基
本

を
学
び
た
い
方

定
員
／
10
名

参
加
費
／
5
0
0
円

託
児
／
無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
電
子
申
請・電
話・F
A
X・持
参

申
込
締
切
／
2
月
13
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」☎
8
4‐2
3
6
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
1
0
9

ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

出
来
上
が
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ

ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。完
成

し
た
ク
ッ
キ
ー
を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
2
月
12
日（
木
）10
：
00
〜（
2
時
間
程
度
）

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
パ
テ
ィ
シ
エ 

彩 

さ
ん

費
用
／
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

定
員
／
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
2
月
2
日（
月
）〜
6
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
7
2‐2
6
7
2

ペ
ー
ジ
I
D
／

0
0
1
5
0
7
3

原
木
し
い
た
け
植
菌
体
験
講
座

　

原
木
に
し
い
た
け
菌
を
植
え
る
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。植
菌
後
の
原
木
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
28
日（
土
）13
：
30
〜

会
場
／
中
央
公
民
館 

1
階 

研
修
室
1

参
加
費
／
原
木
1
本
当
た
り 

千
円

　
　
　
　
（
1
組
2
本
ま
で
）

定
員
／
10
組

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
2
4
0

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
か
が
み
の
孤
城

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館
☎
７
２‐３
１
１
３

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
0
2
4

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
常
設
展
示
】

花
鳥
風
月 

― 

興
家
さ
ん
、再
発
見
！

　
橋
本
興
家
と
い
え
ば
、城
や
庭
園
を
描
い

た
力
強
い
木
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

油
彩・水
彩・水
墨
画
な
ど
の
作
品
も
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、初
公
開
と
な
る
掛
け

軸
を
中
心
に
、花
や
月
が
印
象
的
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
21
日（
土
）〜
4
月
19
日（
日
）

【
企
画
展
】 

千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
5 

作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た「
千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
2
5
」か
ら
、優
秀
賞
作
品
を

含
む
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
5
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

主
催
／
千
代
川
流
域
圏
会
議
事
務
局

　
　
　
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
／

作
品
入
れ
替
え
の
た
め
、次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。 

2
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

開
館
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

三
和
段
ボ
ー
ル
杯・ど
ん
ど
こ
！

巨
大
紙
相
撲

〜
と
っ
と
り
け
ん
び
場
所
〜

　

県
立
美
術
館
の
開
館
1
周
年
を
記
念

し
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
等
身
大
力
士
が

対
戦
す
る「
巨
大
紙
相
撲
」を
開
催
し
ま

す
。県
内
3
会
場
で
力
士
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
巡
業
）を
行
い
、完
成
し
た
力
士

が
本
場
所
に
集
結
し
ま
す
。

【
巡
業（
力
士
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）】

日
時
／

･
3
月
20
日（
金・祝
）14
：
00
〜
16
：
00

　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

･
3
月
21
日（
土
）14
：
00
〜
16
：
00

　
鳥
取
県
立
美
術
館

･
3
月
22
日（
日
）14
：
00
〜
16
：
00

　
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
／
W
e
b
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話（
チ
ー
ム
単
位
）

締
切
／
2
月
28
日（
土
）16
：
00
ま
で

【
本
場
所（
巨
大
紙
相
撲
）】

日
時
／
3
月
29
日（
日
）13
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

ひ
ろ
ま

※
参
加
無
料・申
込
不
要（
出
入
り・観
覧
自
由
）

※
当
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
料
が
無
料

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

☎
0
8
5
8‐2
4‐5
4
4
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員 

募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）と
、

支
援
を
行
い
た
い
方（
支
援
会
員
）が
会
員
と

な
り
、地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
仕
組
み

で
す
。運
営
に
は
、子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
支
援
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
家
庭
を
応
援

し
た
い
」「
自
分
の
子
育
て
経
験
を
、誰
か
の

役
に
立
て
た
い
」そ
ん
な
思
い
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
支
援
内
容

･
保
育
施
設
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

･
保
育
施
設
、塾
、習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

･
学
校
行
事
や
土
日
な
ど
の
一
時
的
な
預
か
り 

な
ど

利
用
の
流
れ

①
会
員
登
録

②
依
頼
が
あ
っ
た
際
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支

援
可
能
な
会
員
を
調
整

③
時
間・場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
う
え

支
援
を
実
施

④
支
援
終
了
後
、規
定
の
報
酬
を
受
け
取

り
ま
す

支
援
会
員
の
条
件

･
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
8‐7
6‐7
0
2
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
1
0
2
0

令
和
8
年
度 

鳥
取
県
東
部
圏
域

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）へ

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、毎
年
度
、食
品

衛
生
監
視
指
導
の
実
施
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
保
健
所
で
は
、鳥
取
県
東
部
圏

域（
鳥
取
市・岩
美
町・若
桜
町・智
頭
町・八

頭
町
）を
対
象
に
、食
品
の
監
視
指
導
や
検

査
を
行
う
た
め
の「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
公
開
／
本
庁
舎・駅
南
庁
舎・各
総
合

支
所
、鳥
取
市
公
式
H
P

公
開
期
間
／
2
月
6
日（
金
）〜
2
月
27
日（
金
）

提
出
方
法
／
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、郵
送・F
A
X・メ
ー
ル・持
参

の
い
ず
れ
か

提
出
期
限
／
2
月
27
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
／
生
活
安
全
課

☎
0
8
5
7‐3
0‐8
5
5
2

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

　

就
職
に
役
立
つ〝
も
の
づ
く
り
〞の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
機
械・電
気・建

築
分
野
な
ど
の
知
識・技
術
を
学
べ
る
公
共

職
業
訓
練（
国
の
制
度
）で
、次
の
４
科
目
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
／　

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込

書
を
提
出

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

☎
０
８
５
７‐２
３‐２
０
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

☎
０
８
５
７‐５
２‐８
８
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免・徴
収
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、医
療
費
（
一
部
負
担
金
）の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、一
部
負
担
金
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る「
特
別
な
理
由
」

･
震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含

む
）が
死
亡
し
た
場
合
や
、障
が
い
を

負
っ
た
場
合
、ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
場
合

･
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
等
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し

た
場
合

･
事
業
や
業
務
の
休
廃
止
、失
業（
自
己
都

合
退
職
を
除
く
）な
ど
に
よ
り
、収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

対
象
と
な
る
条
件（
生
活
困
窮
の
程
度
）

･
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

保
護
基
準
を
下
回
り
、医
療
扶
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
た
だ
し
、医
療
費
が
世
帯
収
入
に
比
べ
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
7
6‐0
2
0
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、納
め
忘
れ
を
防
げ
る
ほ
か
、現
金

納
付
よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

･
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

･
納
付
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

※
前
納（
6
か
月
前
納・1
年
前
納・2
年
前

納
）を
選
択
す
る
場
合
は
、初
回
の
振
替
日

に
よ
っ
て
振
替
対
象
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
年
金
事
務
所
、金
融
機
関
窓
口
、

町
民
課・船
岡
住
民
課・八
東
住
民
課

必
要
書
類
／
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
機
関

届
出
印

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
4
3
6
3

八
頭
町
大
学
等
入
学
支
援
金

大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援
し
ま
す

　

大
学・短
期
大
学・専
門
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
八
頭
町

大
学
等
入
学
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
／
30
万
円

対
象
者
／

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
父
母
ま
た
は
保
護
者
等
が
、基
準
日（
申

請
す
る
年
の
4
月
1
日
）の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
・
短
期
大

学・専
門
学
校
、ま
た
は
高
等
専
門
学
校

第
4
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
等
を
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

･
申
請
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
に
お
い

て
、保
護
者
等
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

･
家
計
の
急
変
に
よ
り
、前
年
の
保
護
者
等

の
世
帯
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、締
切
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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